
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

・・・・・・・・・結果・学校関係者評価

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通
実践

●学力向上対策評価シートに示
したマイプランの成果指標を達成
した教師80％以上

・低、中、高学年グループで検討して全体研の授
業を提案する。
・わかりやすい授業を意識するように、「授業づく
りステップ１・２・３」を継続的に活用する。

Ｂ

・研究授業を3回実施予定で、2回実施済
み。
・3年生以上の学年で自主学習に取り組
み、自発的な学習が見られるようになった。
・どの教科でもグループの話合いを取り入
れて自分の考えをもたせるようにしている。

Ｂ

・研究授業は3回実施し、回を重ねるごとに内容
の深まりが見られた。
・国語科以外では、算数、道徳、総合などの教科
で話合い活動が実施できた。
・「授業づくりステップ１・２・３」は数回行ったが、
継続的な活用ができなかった。

Ａ

・アンケート等の結果を見せてもらい、
取組がとてもしっかりなされていると思
います。

学習部
研究主任
学力向上コーディネー
ター

○学力向上の基礎となる語彙の
充実を図る活動の工夫

○継続的な読書指導を行い、家
読週間の実施率を70％以上、学
年目標冊数標達者90％以上に
する。

・学習習慣部が家読実施状況や図書貸し出し冊
数を調べ、声掛けを行う。
・図書室のイベントやコーナー企画を行う。
・家読駅伝を実施して家読を推進する。

Ｂ

・家読の実施率が90％を超えている。
・学年別の目標冊数を超える見込みであ
る。
・図書館祭りで本の紹介や読み語り等を実
施できた。
・家読を勧めるために家読駅伝を実施して
いる。
・ことわざや四字熟語の掲示コーナーを活
用して語彙の充実を図っている。

Ａ

・家読カードを配布したことによって、家読実施率
が90％できた。
・各学年に応じた本の紹介の仕方などを実施す
ることができた。特に6年のブックトークは初めて
の取組だったが、好評であった。
・掲示コーナーを毎月入れ替えることで、児童の
興味関心が継続できた。きらり賞を紹介すること
で、意欲的に取り組むことができた。

Ａ

・アンケート等の結果を見せてもらい、
取組がとてもしっかりなされていると思
います。 学習部

図書主任
図書事務補

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや
社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付け
る教育活動

○進んで挨拶ができ、相手を思
いやる言葉遣いができる児童
90％以上

・運営委員会の計画による児童の挨拶運動の実
施
・「○○さん」と呼ぶ指導を行い、これまでの呼び
捨ての習慣から変容させる。
・自己肯定感を高める取組
・伊万里市「いのちの教育3点セット」を活用す
る。

Ｂ

・挨拶をする児童が増えてきた。
・「◯◯さん」と呼ぶ指導を徹底することが難
しい。
・自己肯定感を高める取組を各学級で継続
している。
・「いのちの教育３点セット」のうち、道徳の
資料を今後活用する予定である。

Ｂ

・進んで自分から挨拶をするというのは、次年度
の課題である。職員から積極的に声を掛けてき
た。
・「君、さん」をつけて呼ぶ指導を行ってきたが、
高学年になるにつれて呼び捨てになる傾向があ
る。
・友達に対して感謝の言葉を言うことは、当たり
前になってきている。
・「いのちの教育３点セット」は日々の校内放送な

Ｂ

・児童と家庭へのアンケートでは、「い
つも」より「時々」が上回り、一層の取組
が必要である。
・挨拶は、人生での基本中の基本であ
るので、児童期から実践を徹底させて
もらいたい。

生活部
特活部

●いじめの早期発見、早期対応
体制の充実

○保護者アンケートの「いじめに
対する学校の取組」の評価を85
ポイント以上にする。

・心のアンケートと個別の面談を定期的に行い、
早期発見に努める。
・職員連絡会で気にしたい子の報告をして共通
理解を図って対応する。

Ｂ

・「◯月のこころ」などの学級の取組で児童
の様子の把握に努めてきた。
・いじめアンケートの実施と個別の対応を行
い、未然防止に努めた。
・人間関係についての課題があるが、丁寧
に聞き取りをして対応してきた。
・職員連絡会で情報共有の場を設定し、
チームで対応している。

Ｂ

・各種アンケートを行い児童の様子の把握に努
め、気になる児童には、聞き取りをして対応して
きた。
・人間関係についての課題があるが、丁寧に聞
き取りをして対応してきた。
・職員連絡会で情報共有の場を設定し、チームで
対応している。
・いじめへの保護者アンケートのポイントは、８０
であったので、指導への保護者の理解を得るに

Ａ

・保護者アンケートの結果、学校、子供
ともに「いつも」が多く、児童アンケート
でも８０％が実践できている。
・いじめ防止対策委員会が組織され、
学校と家庭及び職員間の情報共有と対
策が徹底されている。

教頭
生活部

◎めあてをもって学習活動や学
校行事等に取り組む児童の育成

○行事等では自分のめあてを
もって取り組むと回答する児童
90％以上

・キャリアパスポートなどを活用し学習や行事に
めあてを決めて取り組ませ、達成に向けて努力
するよう声をかける。
・行事毎に振り返りをさせ、学級通信などで紹介
する。

Ｂ

・キャリアパスポートファイルを作成し、学期
めあてなどを決めて取り組ませている。
・行事のあとには振り返りを行い、学級通信
で紹介したり、学校便りで紹介したりして、
達成感をもたせるようにしてきた。

Ｂ

・キャリアパスポートファイルを作成し、学期や学
校行事などに対し、めあてを意識させて取り組ま
せることができた。
・児童アンケート「行事などにめあてをもって取り
組む」への肯定的回答が７４％であった。

Ａ

・児童アンケートの結果、「できている」
の回答が多く、「６年生ありがとう集会」
でも児童が自分の役割をよく理解し、集
会の目的が達成された。

特活部
各担当
各担任

●望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成

●「健康に食事は大切である」と
考える児童100％

・健康には食が大切であると児童が認識するよう
な取組を委員会で行う。
・給食試食会や健康教育の授業を行い、保護者
も巻き込んだ取組を行う。
・食育担当と担任が協力して食育の授業を行う。

Ｂ

・給食の時間を中心に、栄養素や地産地消
のよさなど食の大切さについて継続して指
導している。
・給食試食会や栄養士と協力しての食育指
導は今後実施する予定である。

Ａ

・児童アンケート「給食は残さずに食べている」へ
の肯定的回答が９８％であった。
・栄養教諭と担任が朝食の大切さを伝える授業を
行った。児童が健康に食事は大切であると考え
られるようになった。

Ａ

・「早寝早起き朝ご飯」は、健康・体つく
りの基本である。学校の指導はもちろ
んのこと、児童のアンケート調査でも高
い評価がうかがえる。

保体部
食育指導担当

○目標をもって体力づくりに取り
組む教育活動

○天気のよい日には外遊びをし
たり一輪車の練習をしたりするな
ど、進んで運動ができる児童
90％

・体育委員会主催で、スポーツ・レクレーションを
行う。
・健康タイムで一輪車の練習をしたり縄跳びをし
たりして、児童の運動への意欲を高める。

Ｂ

・体育委員会の取組として、昼休みのレクリ
エーションを行った。
・健康タイムに一輪車の練習をして、運動会
でも一輪車マスゲームや競争を行い、年間
を通した活動ができた。
・縄跳びやジョギングなど、今後取り組ませ
て行きたい。

Ｂ

・体育委員会の取組として、ドッヂビーやワープリ
レーなどのスポーツレクリエーションを実施するこ
とができた。
・継続した一輪車の指導を行うことができた。
・健康タイムを使って校内大縄跳び大会を行っ
た。休み時間などに縄跳びで遊ぶ児童が増え
た。持久走大会に向けたジョギングタイムで児童
の体力向上を図った。

Ｂ

・児童のアンケート調査「行動目標に気
を付けて行動している」「友達の気持ち
を考えて行動している」の回答結果等
から良好な教育活動が展開さていると
考える。

保体部
体育主任

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守す
る。

・出勤、退勤時に業務記録票に時刻を入力て自
己管理をする。
・定時退勤日の実質的な実践をする。
・級外職員による業務支援や地域・保護者の支
援を得て業務の効率化を行う。

Ｂ

・業務記録表を職員室中央に配置したPCで
管理し、自己管理ができるようにした。
・定時退勤日には特別な場合を除き、会議
や育友会行事を入れていない。
・級外職員でクラス担任の分掌業務を支援
している。

Ｂ

・業務記録を基に勤務時間の自己管理を意識付
けることができた。一月に４５時間を超えて超過
勤務をする職員は見られなくなった。
・級外職員がテストの採点を行ったり資料を作成
したりすることで、学級担任の業務改善につな
がった。

Ｂ

・級外職員の協力はすばらしい。
・簡単に全員が守るのは難しいと思う。
少しずつ人員を増やすべき。 管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校

○地域人材を活用した教育活動
の推進

○全ての学年で効果的な地域人
材活用を行う。 ・年間カリキュラムを見通し、地域と連携した効果

的な教育活動を計画する。
・地域人材のリストを作成し職員間の情報共有を
図る。

Ｂ

・ＪＡや父親委員の協力で稲作体験を毎年
行っている。
・地域の方を招いての豆腐、味噌作り体験
をしている。今後も塩作りを計画している。
・地域人材活用がまだ十分ではない。

Ｂ

・ＪＡや父親委員の協力の下、田植えや稲刈り体
験を実施することができた。
・地域の方を招いての豆腐、味噌作り体験や塩
作りも行うことができた。
・年間をとおして読み語りボランティアによる活動
を行うことができた。

Ａ

・育友会役員は大変協力的であり、ＪＡ
を含めた地域の人もよく協力して学校
を盛り上げようとしているのが分かる。

教務主任
各担任
教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 伊万里市立波多津小学校

４ 重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５ 総合評価・
・・・・・・・・・

・学力の向上に関しては、国語科の校内研究を基に日常指導や授業改善を行うことができた。１２月の県の学習状況調査の結果は、おおむね県の正答率を上回ることができた。職員の共通理解や共通実践を充実させることで、更なる学力の向上に努める。
・心の教育に関しては、友達の気持ちを考えて行動している児童が８５％であり、いじめの認知件数も２件であった。生活（いじめ）アンケートは毎月行っているが、県の課題と同様に日頃の児童の言動からいじめを認知することが重要である。また、挨拶や言葉遣いにおいては課題
が見られる。次年度の重点課題である。
・本校の特徴である一輪車をはじめ、縄跳びや持久走への取組などで体力の向上に努めることができた。給食における偏食等も見られないが、朝食の摂取については、今後、家庭との連携を図っていく必要がある。
・開かれた学校については、次年度から始まるコミュニティ・スクール制度を基に、より地域の声を学校運営に生かすとともにボランティアティーチャーなどの活用を図りたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

・・・・・
  評価結果の概要

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２ 学校教育目標  「光る！」  は：励んで光る  た：耐えて光る  つ：つながって光る

・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


